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ランス（作業への多様な参加のための公平な権利を持つ）」の 4 種類を示した 4）。「作業権」は
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は，現行相当サービス，基準緩和サービス A（以下，それぞれ訪問型 A，通所型 A），住民主体
による支援 B（以下，それぞれ訪問型 B，通所型 B），専門職による短期集中予防サービス C（以
下，それぞれ訪問型 C，通所型 C）」の 4 つで構成される。また，訪問型サービスのみプラスし
て移動支援 D が構成されている。生活支援サービスは「配食，住民ボランティアが行う見守り，
訪問型・通所型サービスに準じる自立支援に資する生活支援」の 3 つで構成される 9）。
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ある市町村では週 1 回の訪問介護利用で利用料が介護保険では月 1,200 円であったものが，総
合事業では月 4,000 円に跳ね上がる事例が報告されている 15）。これらは介護保険料を負担して
いるにもかかわらず自費で利用せざるを得ない状況を意味している。事業者目線では，A 型の

















調査期間は 2019 年 7 月 17 日～ 8 月 29 日であった。調査方法は，インタビュー時間を短縮，
効率的に実施するため，施設・従事者・利用者基本属性（職種，業務内容，利用者数，介護度
など）に関するアンケートをメールまたは FAX で送付し，インタビュー前に回収した（表 1，
「作業権」の視点からみた高齢者の介護予防に関する研究（渡辺慎介）
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表 2）。インタビュー実施場所は，勤務施設，利用施設をそれぞれ訪問し，インタビューガイド


























要介護 3 ～ 5：11
1 対 9 86
B 施設管理者介護福祉士 20
デイ管理，有料老




要介護 3 ～ 5：26
3 対 7 86.2




要介護 3 ～ 5：9
2 対 8 87.4
表 2　利用者基本属性一覧
利用者 性別 年齢 要介護度 通所介護利用回数 施設利用目的
A 女性 80 歳代 事業対象者 1 ／週 社会的孤立予防
B 女性 80 歳代 要支援 2 3 ／週 社会的孤立予防食事・入浴
C 女性 80 歳代 要介護 4 5 ／週 生活全般の援助
D 男性 70 歳代 要介護 5 5 ／週 身体介護生活全般の援助
表 3　従事者に対するインタビューガイド
1 総合事業に対する認識 2 介護保険制度，総合事業に対して思うこと
3 職員の処遇面 4 利用者への処遇で苦慮している点
5 支援内容 6 支援のしやすさ，しにくさ
7 要介護認定「軽度化」を感じることはあるか？ 8 施設が「地域」から求められていること
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表 4　利用者に対するインタビューガイド
1 1 日，1 週間のスケジュール 2 施設利用回数
3 現在の生活で困っていること 4 通所介護施設での過ごし方
5 通所介護以外で受けているサービス 6 趣味や生きがいにしていること
7 生活全般で今後不安に思っていること 8 今後やりたいこと
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逐語録に表現されているコンテクスト（意味の脈絡）を重視して，20 の概念を生成した。その
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第 4章　総合事業における「作業権」行使への提言
4-1．「作業権」行使のための介入
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